其 頃 東京に は 中学と 云う ものが 一 つし か 無かった。 

学校の 名 もよ く は 覚えて 居ない が、 今の 高等 商業の 横 

辺りに 在って、 僕の 入った の は 十二 三の 頃 か 知ら。 何 

よほど 

でも 今の 中学生な どより は 余程 小さ か つ た 様な 気がす 

る。 学校 は 正則と 変則と に 別れて 居て、 正則の 方 は 一 

おも 

般の 普通 学 を やり、 変則の 方で は 英語 を 重に やった。 

其 頃 変則の 方に は 今度 京都の 文科 大学の 学長に な つ た 

狩 野 だの、 岡 田 良 平な ども 居って、 僕 は 正則の 方に 居 

たの だが、 柳 谷 卯 三郎、 中 川 小十郎 など も 一緒だった。 

で 大学 予備 門 (今の 高等学校) へ 入る に は 変則の 方 だ 



其処 へ 順序 もな く 坐り込ん で 講義 を 聞く ので あつたが、 

ちょうど ぐあい 

輪講の 時な ど は 恰度 カル タ でも 取る 様な 工合に して 

た iV つ つ W 

やった ものである。 輪講の 順番 を 定める に は、 竹筒 

の 中へ 細長い 札の 入って 居る の を 振って、 生徒 は 其 中 

ず P き 

から 一 本 宛 抜いて それに 書いて ある 番号で 定めた もの 

であるが、 其 番号 は 単に 一二三と は 書いて なくて、 一 

東、 二 冬、 三 江、 四 支、 五微、 六 魚、 七 虞、 八斉、 九 

どこまで 

佳、 十 灰と 云った 様に 何処迄も 漢学 的であった。 中に 

は、 一、 二、 三の 数字 を 抜いて 唯 東、 冬、 江と 韻 許り 

書いて あるの もあって、 虞 を 取れば 七番、 微を 取れば 

すぐ き 

五番と いう ことが 直に 分る の だから、 それで 定める の 



—— 之 は 坪 内さん などが やって 居た ので 本郷壶 岐殿坂 

の 上 あたりに あった —— 其 他 之に 類す る 二三の 予備校 

で 入学試験の 準備 をした ものである。 其処で 僕 も大ぃ 

ほっしん する がだい 

に 発心して 大学 予備 門へ 入る 為に 成立 学舎 —— 駿河台 

にあった が、 糙か 今の 蘇我祐 準の 隣だった と 思う —— 

ほと ばか 

へ 入学して、 殆んど 一 年 許り 一 生 懸命に 英語 を 勉強し 

クラス 

た。 ナショナルの 二位し か 読めない のが 急に 上の 級 

へ 入って、 頭から ス ゥヰン トンの 万国史な ど を 読んだ 

うち すき 

ので、 初めの 中 は 少しも 分らなかった が、 其 時 は 好な 

しま 

漢籍 さえ 一 冊 残らず 売って 了い 夢中に な つ て 勉強した 

から、 終に はだん だん 分る 様になって、 其 年 (明治 十 



七 年) の 夏 は 運よく 大学 予備 門へ 入る ことが 出来た。 

同じ 中学に 居っても 狩 野、 岡 田な ど は 変則の 方に 居た 

から 早く 予備 門へ 入って 進んで 行った の だが、 僕な ど 

が 予備 門へ 入る として は 一 一松 学舎 や 成立 学舎な どに ま 

ご ついて 居た 丈 遅れた ので ある。 

か なま 

何とか 彼ん とかして 予備 門へ 入る に は 入った が、 惰 

けて 居る の は 甚 だ 好きで 少しも 勉強なん かしな か つ 

た。 水野鍊 太郎、 今 美術学校の 校長 をして 居る 正木 直 

クラス これら 

彦、 芳賀矢 一 など も 同じ 級 だつ たが、 是等は 皆な 勉強 

おのず か なま 

家で、 自ら 僕 等の 怠け者の 仲間と は 違って 居て、 其 

間に 懸隔が あつたから、 更に 近づいて 交際す る 様な こ 



まるで むこう 

ともなく 全然 離れて 居った ので、 彼方で も 僕 等の 様な 

怠け者の 連中 は 駄目な 奴等 だと 輕 蔑して 居たろう と 思 

こちら また ばか 

うが、 此方で も 亦 試験の 点許リ 取りたがって 居る 様な 

連中 は 共に 談 ずるに 足らずと 観じて、 僕 等 は 唯 遊んで 

居る の を 豪い ことの 如く 思 つ て 怠けて 居た ものである _ 

予備 門 は 五 年で、 其 中に 予科が 三年 本科が 二 年と なつ 

て 居た。 予科で は 中学へ 毛の 生えた 様な こと をす るの 

たくさん 

で、 数学な ども 随分 沢山 あり、 生理学 だの 動物 植物 鉱 

物な ど 皆な 英語の 本で やった ものである。 だから 読む 

方の 力 は 今の 人達より 進んで 居た 様に 思われる が、 然 

し 生徒の 気風に 至って は 実に 乱暴な もので、 それから 



おとな いたずら ばか 

見る と 今の 生徒 は 非常に 温順し い。 皆な 悪戯 許りして 

せめ 

居た もので スト— ヴ攻 などと 云って、 教室の 教師の 傍 

まき 

にある スト— ヴへ薪 を 一杯く ベ、 スト ー ブが真 赤に な 

まじめ や は 

ると 共に 漢学 の 先生な どの 真面目な 顔が 熱い ので 矢 張 

リスト ー ヴの 如く 真 赤になる の を 見て、 ク スクス 笑つ 

て 喜んで 居た。 数学の 先生が ボ ー ルドに 向って 一 生懸 

チ ョ I ク 

命 説明して 居る と、 後から 白墨 を以 つて 其 背中へ 怪し 

ことごと 

げな字 や 絵 を 描いたり、 又 授業の 始まる 前に 悉 く教 

室の 窓 を 閉めて 真暗な 処に 静まり返って 居て、 入って 

来る 先生 を 驚かしたり、 そんな こと 許り 嬉しがって 居 

た。 予科の 方 は 三級、 二級、 一級と なって 居て、 最初 



の も、 忙しい 為 もあろう が、 第一 自分に 信用が ないか 

らだ。 信用がなければ、 世の中へ 立った 処で 何事 も 出 

来ない から、 先ず 人の 信用 を 得なければ ならない。 信 

用 を 得る に は 何う しても 勉強す る 必要が ある。 と、 こ 

う 考えた ので、 今迄の 様に うっかりして 居て は 駄目 だ 

から、 寧 そ 初めから やり直した 方が いいと 思って、 友 

I J き すす 

達な どが 待って 居て 追試験 を 受けろ と 切りに 勧める の 

も 聞かず、 自分から 落第して 再び 二級 を 繰 返す ことに 

したので ある。 人間と 云う もの は 考え直す と 妙な もの 

まじめ 

で、 真面目に なって 勉強 すれば、 今迄 少しも 分らな か つ 

は つ きり 

たもの も 瞭然と 分る 様になる。 前に は 出来なかった 数 



の は 自分 一身の 利害から 打算した ので あるが、 来 山の 

論 は 天下 を 標準と して 居る の だ。 こう 云われて 見る と 

なるほど しなお 

成程そう だと 思われる ので、 又 決心 を 為 直して、 僕 は 

文学 を やる y J とに 定めた ので あるが、 国文 や 漢文なら 

別に 研究す る 必要 もない 様な 気がした から、 其処で 英 

文学 を 専攻す る ことにした。 其 後 は 変化 もな く 今日 迄 

やって来て 居る が、 やって 見れば 余り 面白く もない の 

で、 此頃は 又、 商売 替を したいと 思う けれど、 今 じ や 

もう 仕方がない。 初めは 随分 突飛な こと を 考えて 居た 

もので、 英文学 を 研究して 英文で 大 文学 を 書こう など 

と 考えて 居たん だった が 。 
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